　　
　　　８－１１「白を踊れ！！」☆紹介ブログ

親切にしてあげただけなのに、あの女は、わたしの名で死んだ！！　わたしに蘇生はあるのだろうか？
長編「白を踊れ」の登録が完了しました。白は雪でしょうか？　　それとも‥‥？

――――空全体が発光していて、影絵のようにくる雪は、上から来ながら、わたしの足を体ごと持ち上げてもいる。

風はほとんどなくなっている。ボトト、ボトット、ボトトトト。
雪を落としながら背景はどこもかしこも淡いほのめきでみちているのだ。

空中とは信じられない途方もない雪波のなかを、わたしは一人でただよっていく。

放心する。ただならぬ雪。放心しているのは、小さなわたしではなく、もっと大きなものだ。

ほんの、軽く、保険証を貸してあげただけなのに？　
具合が悪いという女をほんの少し、わたしの部屋で休ませてあげただけなのに‥‥。あの女は、わたしの名で死んだ。たったそれだけのことで、どうして、こうなるのか？　わたしには理解できない。

駅の方から、人影がくる。祖父は白い箱を抱えている。祖父はとめどなくゆらゆらし、もうすぐ、細い生死の一線を越えてしまいそうだ――――

こうして、わたしは、わたしの遺骨を抱えて二生目の旅に出ます。一生目が終わり、スリリングで、おかしくも哀しい、二生目を生きはじめた、そんな具合に‥‥。
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一生目が終わり、二生目を生きはじめた！！
そんな具合に、わたしは何処へでも、どんな風にでも、行くことのできる自由を得ている。
列車が動いているのだ。シューシューと車窓を粉雪がかすめていく。

地を這う列車の中で、翼をはばたき、ぐらりぐらり、車体を操っているのはあの女だ。まだ何一つ書き込みのない白い地図の上または中を、わたしを乗せた列車は進んでいく。

ときに行く手の空全体が落ち込んで、白い峰が盛り上がる――――

到着している。歩き始めの数メートルが果てしもなく遥かだ。

――――――これは「白を踊れ」の紹介です。真っ白な雪のなかから、赤池エマは自分の遺骨の入った白い包みを持って、光まぶしい南国を魔法のカーペットに乗ってただよって行きます。

彼女の行方に何がまっているのでしょうか？

あの女に健康保険証を貸しただけなのに、ほんの少し親切にしてあげただけなのに、根底から自分を失ってしまったのです。

残っているのはあの女の遺骨だけです。
こんなことは、何時、わたしたちの上にも襲ってくるかわからないことです！！　
エマの体は力強く脈打っているというのに、わたしは誰なの？　あまりにも心もとない？　　

わたしとは、あなたとは何なのでしょう！！　島さち子は問いかけています。人間存在そのものをかけて！！
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